
無所属、諸派
小林　透(れいわ新選組)、柳沢　貴雄(日本維新の会)、加藤　みなこ(参政党)

伊藤　正子(無所属)、川口　啓介(無所属)、小林　薫(無所属)

　今回の改選により、これまで所属しておりました自由民主党川

越市議団が解散され、志を同じくする議員とともに新たに「 川越

志政会 」を設立しました。

　会派内では政務調査会長を拝命し、政策集団として今後さらに

川越市に対して積極的に施策要望してまいります。

川越政策フォーラム 高橋　剛、山木　綾子、片野　広隆

初雁自由政令会
小野澤　康弘、小林　範子、小島　洋一、神田　賢志、牛窪　喜史

村山　博紀、小高　浩行、吉野　郁惠、中原　秀文

公明党議員団
桐野　忠、須藤　直樹、鈴木　謙一郎、嶋田　弘二、田畑　たき子

中村　文明、小ノ澤　哲也

日本共産党議員団 川口　知子、池浜　あけみ、今野　英子、柿田　有一

先の統一地方選挙におきまして３期目に送り出していただきました。

改めて四年間の時間をいただき、初心を忘れずに常に川越市の１０年、２０年先を考えながら、これからも

市民の皆様、地域の皆様のために全力投球で尽くしてまいります。ご要望等ございましたらお申し付け下さ

い。今後ともご指導どうぞ宜しくお願い致します。

会派名 所属議員

川越志政会
吉敷　賢一郎、松本　きみ、倉嶋　真史、粂　真美子、中野　敏浩

栗原　瑞治、樋口　直喜

◆川越市人口◆
並木地内、児童生徒の通学路となっ

ている交差点に路面標示、注意看

板、待機場所への赤色ラバーポール

設置を要望しました。

藤木町地内、土手

に大きく穴が開き非

常に危険な状況の

改善が完了しました。
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昭和46年6月9日川越市岸町生まれ(52歳）、南古谷並木在住、９歳と7歳の娘の父

ひつじ幼稚園卒園、仙波小学校・砂中学校卒業 2017年1月　 川越市議会議員に初当選

1990年3月　城北埼玉高等学校卒業 2017年9月　ＭＫコンシスト(株)設立　取締役

1994年3月　立教大学経済学部経営学科卒業
1994年4月　カナダへ語学留学 　　　 居宅介護支援事業所　リーディング運営
2001年5月　ワタミフードサービス(株)入社 2023年4月　 川越市議会議員選挙当選（3期目）
　　　　　  営業部長まで務め経営・ｻｰﾋﾞｽ業を学ぶ
2012年9月　ワタミの介護(株)へ転籍
　 　 　　　 有料老人ホーム　エリアマネジャー
2014年12月　SKYケアサービス(株)設立 取締役
2015年4月  川越市議会議員選挙に挑戦し、次点惜敗
ご意見・ご感想・皆様の声をお聞かせください！
南古谷事務所　〒350-0023 川越市並木77-8　　  　携帯：090-6509-2419、　電話：049-235-8425

岸町事務所　    〒350-1131 川越市岸町1-25-18       電話：049-247-7701

　川越法人会、岸町囃子連、南古谷歌謡サークル、KMC

【課題①】内水（雨水）対策について

　現在、駅北側は未整備の状態（砂利・土）ですが、近年の異常な豪雨を鑑みると、今後全面アスファルト

舗装することで駅前広場敷地内に降った雨水処理が適切にできるのか、非常に危惧されるところです。

　質問を通して、雨水が地中に浸透する構造の側溝や雨水桝などの施設や歩道部は、透水性のある平板ブ

ロックの使用により、広場内に降った雨を地中に浸透や貯留させる雨水流出抑制対策を施し、敷地内に降っ

た雨は敷地内で処理していく方針であることが明確になりました。

　そして雨水流出抑制の対策量は川越市開発行為指導要綱に基づき約１６０立方メートルとのことですが、

一方で新河岸駅整備では新河岸駅前通り線地下に１６００立方メートルの雨水貯留施設を埋設しており、そ

の対策量で大雨時の雨水処理をしきれるのかと指摘しました。また南側は雨水管が通っており排水先があり

ますが、北側には雨水管はなく許容量を超える豪雨（想定最大規模降雨）時のさらなる雨水処理対策や関係

機関と協議を重ね排水先の検討及びその排水先でも流域で考えた対策を打つべきであると指摘しました。

【課題②】自転車駐車場（駐輪場）について

　北側には市営での駐輪場設置の予定はなく、駐輪場がなけれ

ば、適当な場所へ勝手に自転車を停めてしまう人がいるのではな

いか、と放置自転車が危惧されます。

　質問を通して、現在南口駅前にある南古谷駅前自転車駐車場一

日あたりの利用台数は約１０７６台であり、さらに民間自転車駐

車場４か所で３２９台、合計で約１４００台の利用があることが分かりました。

　そのうち３割だとしても４００名を超える方が北側に駐輪をして駅利用を希望されると考えられ、駅北側

利用の方の利便性向上、そして駅周辺の放置自転車防止の観点からも、駅周辺の地権者や今後南古谷伊佐沼

線整備に伴う残地の利活用、不動産会社などにももっと積極的に情報を発信して民間自転車駐車場の開設を

促していくべきと指摘しました。

　そのうえで南古谷駅北口開設に伴い、内水被害や放置自転車問題などが起きてから手を打つのではなく、

１０年後２０年後を見据えて先に手を打つべきと指摘し、現段階では地域の皆様が安心できる答弁はいただ

けませんでしたが、今後も粘り強く調整してまいります。

 デイサービスリーディング岸町・南古谷運営

川越地区消防組合議員、土地開発公社理事
総務財政常任委員会委員、議会運営委員会委員、都市計画審議会委員

所属団体：川越商業経営研究会、川越葵ライオンズクラブ
　　川越立教会、川越市倫理法人会、川越商工会議所青の会

　昭和４０年の計画から５８年、昨年１２月に基本設計が完了し、総額

約７５億円の費用を投じて、南古谷駅北口開設が令和９年度中の供用開

始を目標に進めていると示されました。

　半世紀以上を経て、地域の思いがカタチになろうとしていることから

多くの方々の駅北口開設に向けての機運が高まる一方で、周辺の方から

は整備に伴う課題を危惧する声も上がっています。

栗原みつはる プロフィール

設置を要望しました。 が
修

南古谷駅北口イメージパース


